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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成28年7月14日(2016.7.14)

【公開番号】特開2015-32488(P2015-32488A)
【公開日】平成27年2月16日(2015.2.16)
【年通号数】公開・登録公報2015-010
【出願番号】特願2013-161862(P2013-161862)
【国際特許分類】
   Ｈ０５Ｂ  37/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ   37/02     　　　Ｊ

【手続補正書】
【提出日】平成28年5月30日(2016.5.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　直流電源に接続されて、順方向電圧がＶｆｍｉｎ以上Ｖｆｍａｘ以下の範囲である固体
発光素子に電流を供給する点灯装置であって、
　ＤＣ／ＤＣコンバータと、制御部と、を備え、
　前記ＤＣ／ＤＣコンバータは、
　前記直流電源と直列接続されてオン・オフ制御されるスイッチング素子と、
　前記スイッチング素子と直列に接続されて前記スイッチング素子がオン状態である場合
に前記直流電源から電流が流れるインダクタと、
　前記インダクタから放出される電流を前記固体発光素子に供給するダイオードと、
　前記スイッチング素子に流れる電流を検出し、検出された電流検出値を出力する電流検
出回路と、を有し、
　前記制御部は、
　前記電流検出値と、電流目標値とを比較するコンパレータとを有し、
　前記コンパレータからの出力信号に基づいて、前記電流検出値が前記電流目標値に達し
たことを検知した場合に、前記スイッチング素子をオン状態からオフ状態にスイッチング
し、
　前記スイッチング素子を固定周期でオフ状態からオン状態にスイッチングし、
　前記固定周期は、順方向電圧が前記Ｖｆｍａｘである前記固体発光素子が接続された場
合において、前記インダクタが電流を放出し終えるタイミングと、前記スイッチング素子
がオフ状態からオン状態にスイッチングされるタイミングと、が一致するような周期であ
る
　点灯装置。
【請求項２】
　前記Ｖｆｍａｘは、前記直流電源の出力電圧値の１／２より大きい
　請求項１に記載の点灯装置。
【請求項３】
　前記Ｖｆｍｉｎは、前記直流電源の出力電圧値と前記Ｖｆｍａｘとの差より大きい
　請求項２に記載の点灯装置。
【請求項４】
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　前記制御部は、さらに、前記固定周期でパルス信号を繰り返し出力するパルス発生部を
有し、
　前記パルス発生部は、前記直流電源の出力電圧値と、点灯装置に接続される前記固体発
光素子の順方向電圧値と、に基づいて、前記固定周期を決定する
　請求項１～３のいずれか１項に記載の点灯装置。
【請求項５】
　直流電源に接続されて、複数の固体発光素子に電流を供給する点灯装置であって、
　複数のＤＣ／ＤＣコンバータと、制御部と、を備え、
　前記ＤＣ／ＤＣコンバータは、
　前記直流電源と直列接続されてオン・オフ制御されるスイッチング素子と、
　前記スイッチング素子と直列に接続されて前記スイッチング素子がオン状態である場合
に前記直流電源から電流が流れるインダクタと、
　前記インダクタから放出される電流を前記固体発光素子に供給するダイオードと、
　前記スイッチング素子に流れる電流を検出し、検出された電流検出値を出力する電流検
出回路と、を有し、
　前記制御部は、
　すべての前記インダクタの電流がゼロであることを検知する検知回路と、
　前記複数のＤＣ／ＤＣコンバータのそれぞれに一対一で対応する複数のコンパレータと
、を有し、
　前記コンパレータは、前記電流検出値と、電流目標値と、を比較し、
　前記コンパレータからの出力信号に基づいて、前記電流検出値が前記電流目標値に達し
たことを検知した場合に、前記コンパレータに対応する前記スイッチング素子をオン状態
からオフ状態にスイッチングし、
　前記検知回路がすべての前記インダクタの電流がゼロであることを検知した場合に、す
べての前記スイッチング素子を同時にオフ状態からオン状態にスイッチングする
　点灯装置。
【請求項６】
　前記電流目標値は、前記複数のコンパレータに共通の値である
　請求項５に記載の点灯装置。
【請求項７】
　前記複数の固体発光素子の順方向電圧の最大値がＶｆｍａｘであり、前記Ｖｆｍａｘは
前記直流電源の出力電圧値の１／２より大きい
　請求項５又は６記載の点灯装置。
【請求項８】
　前記複数の固体発光素子の順方向電圧の最小値がＶｆｍｉｎであり、前記Ｖｆｍｉｎは
、前記直流電源の出力電圧値と前記Ｖｆｍａｘとの差より大きい
　請求項７に記載の点灯装置。
【請求項９】
　請求項１～４のいずれか１項に記載の点灯装置と、順方向電圧がＶｆｍｉｎ以上Ｖｆｍ
ａｘ以下の範囲である固体発光素子と、を備える
　照明器具。
【請求項１０】
　請求項５～８のいずれか１項に記載の点灯装置と、複数の固体発光素子と、を備える
　照明器具。
【請求項１１】
　直流電源に接続されて、順方向電圧がＶｆｍｉｎ以上Ｖｆｍａｘ以下の範囲の間の固体
発光素子に電流を供給する点灯装置の設計方法であって、
　前記点灯装置は、
　ＤＣ／ＤＣコンバータと、制御部と、を備え、
　前記ＤＣ／ＤＣコンバータは、
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　前記直流電源と直列接続されてオン・オフ制御されるスイッチング素子と、
　前記スイッチング素子と直列に接続されて前記スイッチング素子がオン状態である場合
に前記直流電源から電流が流れるインダクタと、
　前記インダクタから放出される電流を前記固体発光素子に供給するダイオードと、
　前記スイッチング素子に流れる電流を検出し、検出された電流検出値を出力する電流検
出回路と、を有し、
　前記制御部は、
　前記電流検出値と、電流目標値とを比較するコンパレータとを有し、
　前記コンパレータからの出力信号に基づいて、前記電流検出値が前記電流目標値に達し
たことを検知した場合に、前記スイッチング素子をオン状態からオフ状態にスイッチング
し、
　前記スイッチング素子を固定周期でオフ状態からオン状態にスイッチングし、
　前記点灯装置の設計方法は、
　順方向電圧がＶｆｍａｘである前記固体発光素子が接続された場合に、前記インダクタ
が電流を放出し終えるタイミングと、前記スイッチング素子がオフ状態からオン状態にス
イッチングされるタイミングと、が一致するように前記点灯装置の前記固定周期を設定す
るステップを含む
　点灯装置の設計方法。
【請求項１２】
　さらに、前記Ｖｆｍａｘを、前記直流電源の出力電圧値の１／２より大きい値に設定す
るステップを含む
　請求項１１に記載の点灯装置の設計方法。
【請求項１３】
　さらに、前記Ｖｆｍｉｎを、前記直流電源の出力電圧値と前記Ｖｆｍａｘとの差より大
きい値に設定するステップを含む
　請求項１２に記載の点灯装置の設計方法。
【請求項１４】
　直流電源に接続されて、順方向電圧がＶｆｍｉｎ以上Ｖｆｍａｘ以下の範囲の間の固体
発光素子に電流を供給する点灯装置の製造方法であって、
　前記直流電源と直列接続されてオン・オフ制御されるスイッチング素子と、前記スイッ
チング素子と直列に接続されて前記スイッチング素子がオン状態である場合に前記直流電
源から電流が流れるインダクタと、前記インダクタから放出される電流を前記固体発光素
子に供給するダイオードと、前記スイッチング素子に流れる電流を検出し、検出された電
流検出値を出力する電流検出回路と、を有するＤＣ／ＤＣコンバータを設けるステップと
、
　前記電流検出値と、電流目標値とを比較するコンパレータとを有し、前記コンパレータ
からの出力信号に基づいて、前記電流検出値が前記電流目標値に達したことを検知した場
合に、前記スイッチング素子をオン状態からオフ状態にスイッチングし、前記スイッチン
グ素子を固定周期でオフ状態からオン状態に繰り返しスイッチングする制御部を設けるス
テップと、
　順方向電圧がＶｆｍａｘである前記固体発光素子が接続された場合に、前記インダクタ
が電流を放出し終えるタイミングと、前記スイッチング素子がオフ状態からオン状態にス
イッチングされるタイミングと、が一致するように前記点灯装置の前記固定周期を設定す
るステップを含む
　点灯装置の製造方法。
【請求項１５】
　さらに、前記Ｖｆｍａｘを、前記直流電源の出力電圧値の１／２より大きい値に設定す
るステップを含む
　請求項１４に記載の点灯装置の製造方法。
【請求項１６】
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　さらに、前記Ｖｆｍｉｎを、前記直流電源の出力電圧値と前記Ｖｆｍａｘとの差より大
きい値に設定するステップを含む
　請求項１５に記載の点灯装置の製造方法。


	header
	written-amendment

